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また SGBでは頸椎前面に位置する星状神経節に 1-2回/日の局所麻酔薬投与を 10日間程
度連続して行うが、実験動物に同様の手技を行うことは容易ではない。当講座の久保田ら
は、ラットの頸部交感神経節に相当する上頸神経節を切除したところ下顎角部の血流が 3



























 神経冷却翌日から、冷却側角膜に垂直方向から 10cmの距離で 27G針と 10ccシリ
ンジを用いて 10cc/secの速度で空気を吹き付けた。瞬目反射が消失したものを顔面神
経麻痺、消失後に出現したものを麻痺回復とした。健常側にも同様の手技を行ってコ
ントロールとした。3 日おきに 24 日後まで判定し麻痺期間を計測した。麻痺期間は
unpaired t testを用いて比較した。有意水準は 5％とした。 






は、冷却時と同様の方法で神経を 3mm 採取した。採取した神経は 2.5%グルタルア
ルデヒド・10%パラホルムアルデヒド混合固定液（0.1Mリン酸緩衝液 PH7.2)に 6時

































    多く認めるものから原型をとどめていないものまで様々であった（Fig.5-B）。 
14日後：7日後と比較すると軸索と髄鞘は不明瞭で、光学顕微鏡像と同様に空胞を 
    多く認めた。シュワン細胞が新たな有髄神経線維を再生しており、細い軸 
        索と薄い髄鞘を認めた（Fig.5- C）。 
21日後：内径 1～4µmの細い有髄神経線維を多数認めた。14日後と比較して軸索や 













       ていた軸索、髄鞘が観察された（Fig.7- B）。 
14日後：7日後と比べさらに変性した軸索と髄鞘を認めた。不明瞭ではあるが細い 
         軸索と薄い髄鞘で構成された小さな有髄神経線維を認めた（Fig.7- C）。 
21日後：内径 1～3µmの細い有髄神経線維と変性している神経線維の混在を認めた。 
    多数のシュワン細胞を認め、14日後に比べ軸索は太く、明瞭な髄鞘がみら 
        れた（Fig.7-D）。  
 




1) 上頸神経節切除による SGB側頭骨内ラットおよび SGB側頭骨外ラットの作製 
1-1）の方法に準じて側頭骨内、外ラットの作製を行った。冷却後直ちに両ラット
の頸部正中やや左寄りの皮膚を切開し、実態顕微鏡下に左総頸動脈分岐部背側の交感
神経幹を 5mm 切除して SGB 側頭骨内ラットおよび SGB 側頭骨外ラットとした
（Fig.8）。次いでブロック効果確認のため Horner徴候の観察と頬粘膜の血流測定を
行った。 










OMEGALABLAB-8 (OMEGAWAVE INC,東京)を用いて 1/100secで記録した。測定




          
2) 麻痺期間の測定 




 実験 1-3)-(1)と同様の方法でトルイジンブルー染色による観察を行った。 
(2) 透過型電子顕微鏡(TEM:Transmisssion Electron Microscope)による観察 




1）上頸神経節切除による SGB側頭骨内ラットおよび SGB側頭骨外ラットの作製 
（1）Horner徴候の観察 
   上頸神経節切除によって SGB側頭骨内、外ラットに眼瞼下垂と縮瞳が生じた。これ
らの変化は 24日後も持続していた（Fig.10 ）。 
  
（2）頬粘膜血流の測定 
   上頸神経節切除によって SGB側頭骨内、外ラットはともに側頭骨内、外ラットと比
べて頬粘膜の血流が有意に上昇した。血流増加は 21日後も持続していた（Fig.11-A,B）。 









      (Fig.12-B)。 
SGB14日後：SGB 7日後と比較して間隙は小さくなり、密に配列した神経線維を認め 




SGB前：内径 4～8µmの有髄神経線維を認めた (Fig.13-A)。 
SGB7 日後：変性した軸索、髄鞘から成る有髄神経線維と細い有髄神経線維を認めた
(Fig.13-B)。 
  SGB14日後：密に配列した細い有髄神経線維とシュワン細胞を認めた (Fig.13-C)。 
  SGB21日後：正常顔面神経に近い組織像を認めた。有髄神経線維の内径は 4～7µmで 
        あった (Fig.13-D)。 











           神経線維を認めた (Fig.15-B)。 
SGB14日後：密に配列した細い有髄神経線維を認めた。変性した髄鞘はほとんどみら 
             れなかった (Fig.15-C)。 

































 顔面神経麻痺患者の 85％が 21日以内に回復傾向を示すという報告がある 23。本研究にお
いても側頭骨内、外ラットはともに一定期間麻痺を生じその後回復した。側頭骨内、外ラ
ットの 21日後の光顕像では正常顔面神経に近い組織像が観察されたが (Fig.4-D Fig.6-D)、












側頭骨内ラットの麻痺期間 13.8±1.6 日が SGB 側頭骨内ラットでは 11.4±1.3 日
（P=0.0231 unpaired t test）に短縮した。14日後の光顕像を比較すると、側頭骨内ラット
で認めた空胞は SGB 側頭骨内ラットでは外形明瞭な有髄神経線維に置き代わっていた
（Fig.4-Cと Fig.12-C）。同様に、側頭骨外ラットでは 18.3±2.2日だった麻痺期間が SGB
側頭骨外ラットでは 13.2±1.5日（P=0.0002 unpaired t test）に短縮した。14日後の電顕
像を比較すると、側頭骨外ラットで認めた変性した髄鞘は SGB側頭骨外ラットではみられ
ず、多数の細い有髄神経線維を認めた (Fig.7-C と Fig.15-C)。これらの所見はマクロファ
ージによって変性組織が処理され、神経の再生が進んでいることを示唆している。さらに
21日後では細い有髄神経線維が主体であった側頭骨外ラットに対し、SGB側頭骨外ラット
は正常顔面神経様の所見を呈していた (Fig.7-D と Fig.15-D)。したがって上頸神経節切除
は神経損傷を原因とする顔面神経麻痺の麻痺期間を短縮すると考えられる。さらに側頭骨
内ラットの短縮期間（2.4±1.3 日）と側頭骨外ラットの短縮期間（5.4±1.3 日）の間に有


















（1） 側頭骨内神経冷却によって 13.8±1.6日の麻痺期間が得られた。 
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